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歯
科
は
歯
、
口
、
あ
ご
の
病
気
を

対
象
と
す
る
診
療
科
で
す
。
発
症
頻

度
の
高
い
、
う
蝕
(
む
し
歯
)
、
歯

周
病
、
歯
の
欠
損
症
の
他
、
先
天
異

常
、
外
傷
、
炎
症
、
の
う
胞
、
良
性

・
悪
性
腫
療
、
顎
関
節
疾
患
、
口
腔

粘
膜
疾
患
、
唾
液
腺
疾
患
な
ど
病
気

の
種
類
は
意
外
と
多
い
で
す
が
、
今

回
は
近
年
、
高
い
率
で
老
若
間
わ
ず

擢
患
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
歯
周
病

に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

歯
周
病
は
、
歯
肉

(
H
は
ぐ
き
)
、

歯
根
膜
、
歯
槽
骨
と
い
っ
た
歯
の
支

え
と
な
る
周
囲
の
組
織
(
歯
周
組
織
)

の
炎
症
で
、
そ
の
範
囲
に
よ
り
、
歯

肉
に
限
局
し
た
歯
肉
炎
と
歯
肉
か
ら

歯
根
膜
や
歯
槽
骨
に
及
ぷ
歯
周
炎
に

分
類
さ
れ
ま
す
。
主
た
る
原
因
は
、

食
物
の
か
す
な
ど
に
細
菌
が
繁
殖
し
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ゴ争

て
歯
に
付
着
す
る
歯
垢

(
H
プ
ラ

i

ク
)
で
す
。
歯
垢
中
で
増
殖
し
た
細

菌
が
出
す
有
害
物
質
に
よ
り
、
組
織

の
炎
症
が
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
歯
垢
は
歯
石
に
変
化
し
て
歯
に

沈
着
し
、
周
囲
を
刺
激
し
た
り
、
さ

ら
な
る
歯
垢
の
付
着
を
助
長
し
て
、

炎
症
が
憎
悪
す
る
と
い
っ
た
悪
循
環

が
起
こ
り
ま
す
。
歯
周
病
に
は
自
覚

症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
静
か
に
進

行
す
る
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
歯
の
動

揺
な
ど
の
症
状
が
出
現
し
た
と
き
は
、

歯
周
炎
が
進
行
し
た
状
態
で
あ
る
と

い
え
、
最
後
は
歯
の
喪
失
に
至
り
ま

す。
歯
周
病
に
対
す
る
大
切
な
概
念
は

予
防
で
す
。
こ
れ
に
は
日
常
の
歯
磨

き
が
不
可
欠
で
、
「
プ
ラ
!
ク
・
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
を
す
る
」
と
い
う
言
い

方
も
し
ま
す
。
こ

れ
は
「
歯
垢
を
制

御
す
る
」
と
い
う

意
味
で
、
歯
垢
を

取
り
除
く
こ
と
が

歯
磨
き
の
第
一
義
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
お
り
、
そ
の
効
果
の
大
部
分
は
、

歯
磨
剤
の
薬
効
な
ど
よ
り
も
、
器
具

(
歯
ブ
ラ
シ
な
ど
)
に
よ
る
物
理
的

な
手
法
に
依
存
し
て
い
ま
す
。
い
く

ら
「
歯
磨
き
」
と
い
う
行
為
を
し
て

も
、
的
確
に
歯
垢
が
除
去
さ
れ
な
け

れ
ば
、
本
来
の
目
的
は
果
た
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
最
良
の
プ
ラ

l

ク
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
方
法
の
獲
得
が

初
め
の
第
一
歩
と
な
り
、
繁
雑
で
面

倒
な
が
ら
も
こ
れ
を
継
続
す
る
こ
と

で
歯
周
病
の
予
防
が
成
立
し
ま
す
(

口
の
中
の
衛
生
状
態
の
向
上
は
、
う

蝕
、
そ
の
他
の
疾
患
の
予
防
に
も
同

時
に
関
与
し
ま
す
)
。
ま
た
自
己
判

断
が
難
し
い
プ
ラ

i
ク
・
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
方
法
の
正
否
や
実
際
の
効
果
に

つ
い
て
、
定
期
的
な
歯
科
受
診
で
確

認
す
る
こ
と
が
有
益
で
あ
る
と
い
え

ま
す
。歯

、
口
、
あ
ご
に
は
食
物
を
摂
取

す
る
役
割
が
あ
り
消
化
の
初
期
段
階

を
担
い
ま
す
。
「
た
か
が
歯
」
と
考

え
が
ち
で
す
が
、
歯
一
の
不
具
合
は
消

化
器
の
入
り
口
の
障
害
で
あ
り
、
他

所
の
病
気
と
も
無
関
係
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
口
の
中

の
管
理
を
心
掛
け
、
で
き
る
だ
け
多

く
の
自
分
の
歯
を
、
で
き
る
だ
け
長

く
健
全
に
保
つ
こ
と
は
、
長
命
が
期

待
で
き
る
こ
れ
か
ら
の
世
の
中
で
は

健
康
や
、
よ
り
高
い
生
活
の
質
の
確

保
に
と
っ
て
、
少
な
か
ら
ず
大
切
で

あ
る
こ
と
が
理
解
し
て
い
た
だ
け
る

と
患
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
歯
周
病

の
み
な
ら
ず
、
歯
、
口
、
あ
ご
の
健

康
に
少
し
で
も
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

しそ 5こっ

歯槽骨

歯の断面図(歯周組織〉

しこんまく

歯根膜



山
一

O
b

川
一
明
義
&
q
b
i詳

(第37号)

隠
岐
島
に
お
け
る
医
療
の
質
の
向

上
(
医
療
の
地
域
間
格
差
の
解
消
)

を
図
る
た
め
、
ま
た
、
本
土
側
の
高

度
医
療
機
関
と
医
療
連
携
を
行
う
た

め
の
「
隠
岐
島
遠
隔
医
療
支
援
シ
ス

テ
ム
」
が
本
年
4
月
か
ら
本
格
稼
働

し
て
い
ま
す
。
シ
ス
テ
ム
は
、
穏
岐

病
院
・
島
前
診
療
所
・
島
根
県
立
中

央
病
院
及
び
松
江
赤
十
字
病
院
を
電

話
回
線
を
使
っ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
ぶ
こ
と
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
(
図
)
。
そ
の
内
容

は
①
C
T
、
M
R
I
の
画
像
を
本
土

病
院
へ
伝
送
す
る
「
遠
隔
放
射
線
画

像
診
断
支
援
シ
ス
テ
ム
」
②
C
T
、

M
R
I
以
外
の
医
療
ヂ

i
タ
(
一
般

の
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
、
創
傷
の
写
真
、

病
歴
や
検
査
所
見
な
ど
の
診
療
情
報

等
)
を
伝
送
す
る
「
遠
隔
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
シ
ス
テ
ム
」
お
よ
び
③
T
V

電
話
で
す
。

①
は
、
撮
影
機
器
と
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
が
直
結
さ
れ
て
お
り
高
速
に
、

E
つ
撮
影
病
院
で
の
画
像
と
全
く
同

等
の
画
像
が
本
土
側
病
院
に
電
送
で

き
る
た
め
、
画
像
診
断
の
精
度
の
向

上
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
が
可
能
な
こ
と
に

よ
り
、
画
像
以
外
の
診
療
情
報
が
送
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れ
、
診
断
の
精
度
の
さ
ら
な
る
向
上

及
び
隠
岐
側
医
師
の
研
鐘
に
も
寄
与

し
て
い
ま
す
。
.

具
体
的
に
は
、
緊
急
患
者
様
や
診

断
困
難
な
患
者
様
の
伝
送
さ
れ
た
画

像
を
本
土
側
病
院
の
専
門
医
が
モ
ニ

タ
ー
で
見
な
が
ら
、
隠
岐
側
の
医
師

と
診
断
及
び
治
療
の
方
針
等
に
つ
い

て
、
そ
の
場
で
話
し
合
い
な
が
ら
検

討
す
る
。
治
療
の
た
め
本
土
病
院
へ

送
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
患

者
様
に
関
し
て
は
、
防
災
ヘ
リ
等
で

本
土
病
院
へ
(
緊
急
)
搬
送
し
、
薬

な
ど
で
経
過
を
見
て
も
良
い
と
診
断

さ
れ
れ
ば
隠
岐
の
病
院
で
加
療
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
隠
岐

で
治
療
す
る
患
者
様
も
専
門
医
の
診

断
指
導
に
基
づ
い
た
本
土
の
病
院
と

変
わ
ら
な
い
治
療
を
受
け
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
常
に
専
門
医
が
い

な
く
て
も
、
当
シ
ス
テ
ム
を
使
用
す

る
こ
と
で
専
門
医
に
よ
る
診
断
を
得

る
こ
と
が
で
き
、
緊
急
患
者
様
の
み

な
ら
ず
隠
岐
で
対
処
で
き
な
い
疾
患

の
患
者
(
専
門
医
に
し
か
加
療
で
き

な
い
場
合
、
治
療
機
器
が
な
い
場
合

等
)
の
み
本
土
の
専
門
病
院
へ
搬
送

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
患
者
様
自
身
及
び
家
族
の
方
の
、

時
間
的
、
経
済
的
(
本
土
ま
で
の
所

要
時
間
や
交
通
宿
泊
費
)
、
重
複
検

査
(
同
じ
検
査
を
本
土
病
院
で
再
び

受
け
る
)
等
の
負
担
の
軽
減
や
、
必

要
最
小
限
の
搬
送
で
す
む
と
い
う
利

点
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
緊
急
で
は

な
い
が
精
査
の
た
め
撮
影
し
た

C
T
、

M
R
I
画
像
は
、
こ
れ
ま
で
写
真
を

週
に
一
度
ま
と
め
て
宅
急
便
で
本
土

病
院
に
送
っ
て
診
断
を
得
て
い
た
た

め
、
診
断
結
果
が
出
る
の
に
早
く
て

二
週
間
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
現
在
は
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
使
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
撮
影
の
翌
日
に

は
診
断
結
果
が
出
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

隠
岐
島
で
の
医
療
的
問
題
に
は
ま

だ
改
善
さ
れ
る
事
項
が
多
く
残
っ
て

い
ま
す
が
、
隠
岐
島
遠
隔
医
療
支
援

シ
ス
テ
ム
は
、
そ
れ
を
改
善
す
る
一

助
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ぜ

-，. 

伝送操作中の高岡技師長
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痛醸バザー開催

だくさんの万c買って頂きまし足。

とん怠ととしています…

皆さん、もうお気向き伊

乙とと患いますが、 10向
28より、邑卸燕、霊何窓
口、襲毘怠ど窮鼠肉におい

て患富躍をお僻びするI冨告、 rooさま…jとい
う革、うに鏡ーいたしました。

乙れI志、憲章践を麗壷する軍稽古を覆す事と、
聞いたときにやさしい謹じがするという乙と、

同時Ie:、いろいる怠業種でそのよう怠漏れ1e:1d:
っている乙とではじめました。いかがですか?

5?営 み長

時看護婚きん~建時募集中~
当院では、臨時で働いていただける看護婦さんを

随時募集しております。詳しくは下記まで…

総務課庶務係 'm08512・2・1356

8月29日 (W)に、 1踏エレベーター前
ロビーにて精神科病棟によるバザーが鰭催さ

れました。牛乳パックに和紙を貼位けて鯖麗

に作られたペン立てや力ード入れ・クッショ

ン・雑巾など、患者様が一生懸命製作した作

品が50円から300丹程度の値段で売られ
ていました。評価ち上々で、外来患者様・お

見舞いの方、職員等が思い思いの物昆を購入

されていました。精神科病棟より次田ち計画

しているとのこと、ぜひ参加されてみては…

度層制からのお知らせ

1 1月より皮膚科の診療時間を下記

のように変更いたします。

。診察時間 12:00~14:30 まで

{午後の診穫のみ}

。受信時間 8:00~11:00 まで

お間違えのないようにご注意願います。

一ご注意ー

診察時間の都合上、受{すを締切らせていただくこ

とがありますのでご了京ください。
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隠 岐広域連合では、平成 13年度において宅、医療技術諸学校

に在学されている方または進学される予定の方を対象に、 T記の

とおり修学生を募集します。

一
，
趣
旨
将
来
、
隠
岐
病
院
に
医
療
技
術
職

員
と
し
て
勤
務
し
よ
う
と
す
る
者
に

刻
し
て
、
修
学
資
金
を
貸
与
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
隠
岐
病
院
に
勤
務
す

る
医
療
技
術
職
員
の
確
保
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

二
，
平
成
+
=
一
年
度
の
募
集
職
種

保
健
婦
(
士
)
、
臨
産
婦
、
看
護
婦

(士〉

三
，
貸
与
者
予
定
人
員

五
名
程
度
ハ
平
成
十
二
年
度
)

四
，
修
学
資
金
の
額

月
額
五
万
円

五
，
貸
与
期
間

平
成
十
三
年
四
用
か
ら
当
該
医
療

技
術
諸
学
校
の
正
規
の
修
学
年
限
を

終
了
す
る
月
ま
で
で
す
。

六
，
修
学
資
金
の
返
還

修
学
資
金
の
返
還
は
、
月
賦
に
よ

る
均
等
返
還
ま
た
は
、
一
括
返
還
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

七
，
修
学
資
金
の
返
還
の
免
除

被
貸
与
者
が
、
免
許
取
得
後
、
隠

岐
病
院
に
お
い
て
勤
務
し
、
修
学
糞

金
の
貸
与
を
受
け
た
期
間
の
二
倍
に

相
当
す
る
期
間
以
上
勤
務
し
た
揚
合

は
、
修
学
資
金
の
返
還
を
免
際
し
ま

す。

八
，
申
請
手
続

修
学
資
金
の
貸
与
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
次
の
書
類
を
隠
岐
広
域
連
合

事
務
局
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
0

.
修
学
資
金
貸
与
申
請
書

・
修
学
資
金
申
請
調
書

.
学
校
長
の
控
薦
書

(
別
紙
様
式

1
・
2
・
3
号〉

九
，
受
柑
期
間
等

平
成
十
二
年
一

O
月
二
日
か
ら

平
成
十
二
年
一
一
局
十
七
日
ま
で

(
受
信
時
間
)

祝
祭

B
を
除
く
月
か
ら
金
曜
日
の

八時一一一

O
分
か
ら
十
七
時
ま
で

十
，
修
学
生
の
決
定

審
査
は
、
書
類
お
よ
び
面
接
で
行

な
い
ま
す
。
面
接
は
十
二
月
下
旬
に

行
う
予
定
で
す
。
被
貸
与
者
を
決
定

レ
、
一
月
中
旬
頃
、
本
人
に
通
知
い

た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
請
に
つ
い
て

隠
岐
広
域
連
合
事
務
局
総
務
医
療

課
(
二
l
九
六
九
八
)
ま
で
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(月

時
病
棟
婦

之さと

動

退

職*
根
宜

*
藤
野

ー
七
・
八
月
l

戸
4

由
実
(
小
児
科
部
長
)
お
ト

純

江

(

助

産

婦

)

込
T
引
U
臥

口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口

一
一
線
内
嵐
山
下
)
社
副
知
M
燃
物

日
中
の
小
春
日
和
、
夜
の
冷
気
の

な
か
に
漂
う
金
木
犀
の
香
り
に
秋
を

感
じ
、
今
年
は
「
何
の
秋
?
」
と
患

っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
「
地
震
の
秋
」

が
来
ま
し
た
。

V
阪
神
大
震
災
以
来

の
大
き
な
揺
れ
に
、
神
戸
で
見
た
惨

状
が
頭
を
よ
ぎ
り
、
大
き
な
不
安
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

V
患
者
様
、
施
設

共
に
被
害
が
な
く
ホ
ッ
と
し
ま
し
た

が
、
鳥
取
の
方
で
は
病
院
の
機
能
を

失
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
改
め
て
自

然
、
の
力
の
大
き
さ
を
知
ら
さ
れ
ま
し

た。

V
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
無
し
」

皆
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
、
も
う
一
度

防
災
グ
ッ
ズ
や
備
え
を
を
見
直
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
神
戸
・

鳥
取
の
被
害
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め

に
も
。3老
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